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プロジェクト概要
　近年、シカやイノシシ、サルなどの野生動物の生息数、
里山への出没が増加し、農作物被害が深刻化しています。
　富山県立山町では、その被害防止と個体数の管理を一体
とした対策を行うとともに、野生動物の棲み処になってい
る管理不全の森林整備を行っています。
　しかし、整備面積が大きく、急傾斜地での伐採作業は時
間と労力がかかる大変な事業です。寄付を募り、この事業
を継続するとともに、里と山の境界を守る意義を多くの方
に知ってもらうため、本プロジェクトを立ち上げました。
　人々が安心して田畑を耕し、自然と共存して暮らせるよ
う、豊かな里山を残す取り組みにご協力をお願いします。

里山のいま
　かつて、人里と山の生活圏の間には、人の手で管理され
た雑木林や竹林などがありました。しかし、過疎化が進む
中山間地では管理が行き届かず、立ち枯れした木々や放置
された薮は野生動物の格好の隠れ場所になっています。
　従来、富山にはイノシシはほとんど生息していませんで
した。しかし、温暖化の影響で降雪量が減ったことで脚の
短いイノシシでも越冬できるようになり、生息数は増加。
他の動物を含めた生息密度の増加とともに食糧を取り合う
ように人里に下りてきたと考えられます。
　収穫直前の稲穂が食べられ、家庭菜園の野菜までも被害
に遭う状況に、農業を諦めてしまう方もでてきています。

「白岩・芦見」という土地
　立山町の中山間地にある白岩・芦見地区は人口減少、高
齢化ともに進行する小さな集落です。農業を営む方も少な
くなり、耕作放棄地や管理が行き届かない森林が増えてい
ます。
　しかし、ここには豊かな水を湛える棚田があり、遠くに
は富山湾を望む、美しい風景が広がっています。春には雪
解け水が水路を走り、夏には青々とした稲が揺れます。秋
には一面を蜻蛉が飛び交い、冬にはしんしんと雪が積もる。
日本の原風景を感じさせる、のどかな環境を守っていきた
いと考えています。



株式会社 白岩
　シャンパーニュ地方の中心に生まれ、ドンペリニヨン
の 5 代目醸造最高責任者を 28 年間務めたリシャール・
ジョフロワ氏は、日本酒に新たな可能性を感じ、酒造り
に取り組んでいます。
　田んぼに囲まれ、山と海を同時に望むことができる場
所を探す中で、立山連峰と富山湾を一望できる白岩・芦
見地区に惹かれたリシャール氏は、この土地での酒蔵建
設を決めました。
　自然豊かなこの土地と調和し、融合するように建つ酒
蔵は世界的建築家の隈研吾氏によって設計されました。
　リシャール氏が初めて手がけた日本酒「IWA 5」は、 
3 種類の酒造好適米と 5 種類の酵母によって醸された原
酒を「アッサンブラージュ」というシャンパン造りで培っ
た技法でブレンドして完成しました。
　古来から行われてきた伝統ある酒造り
に革新的な手法を取り入れた「IWA 5」
は日本国内に留まらず、世界各地のシェ
フから高い評価を受けています。

寄付金の用途
　曖昧になった人間と野生動物との棲み分けをするた
め、里山を整備します。立ち枯れした木の伐採や、下草
を刈り、森林周囲の雑草木の除去や枝打ち等を行い、集
落や農地と野生動物の生息地との間に適切な緩衝地帯を
設けます。
　野生動物とのバランスをとるとともに、美しい景観の
保全のためにも寄付金を活用させていただきます。里山
保全は数年に渡る長期的な事業になるため、町内外の方
のご理解とご協力を得たいと考えています。
　このプロジェクトは、白岩・芦見地区で新たに酒蔵を
構えた株式会社 白岩の協力を得て、実施します。



リターン（返礼品）について

寄付金は 1 口 5 万円とさせていただき、
1 口につき「IWA 5 アッサンブラージュ 4」を 1 本発送いたします。
※お一人様複数口のお申し込みも可能です。

　立山の豊かな水で仕込み、白岩・芦見地区が育んだ、
この IWA の日本酒が本プロジェクトの返礼品です。
　「IWA 5 アッサンブラージュ 4」は春過ぎに醸造・瓶
詰めを行い、 1 年間熟成を行った後、夏頃の発送となり
ます。美しい里山の風景に思いを馳せ、この日本酒の背
景にあるストーリーとともに、豊かな味わいと余韻をお
楽しみください。

申込の流れ

立山町公式ホームページ内「里山保全プロジェクト」
にある Web 申込フォームに入力・送信してください。

お問い合わせ先
富山県 立山町 企画政策課　Tel  076-462-9968
furusato-nouzei@town.tateyama.toyama.jp

※支払い方法は現在、郵便局での振込票のみです。ご了承ください。

１

立山町から送られてくる振込票をお持ちいただき、
お近くの郵便局でお支払いください。

入金確認後、立山町より寄付金受領書を送付
リターンの発送（別途ご案内）

２

３
本プロジェクトは寄付額 900 万円（180 口）を目標としています。
目標額に達した場合、受付を締め切ることがありますのでご了承ください。


